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現代カナダ農業の構造と農民層分解

一一-Censusof Canada， Agriculture を中IL'に一一一

松原豊彦

はじめに

世界第2位の小麦輸出国であるカナダの農業問題がわが国で注円されるよう

になったのは 1970年の小麦 19割減反」計画I発動以来のことであるのカナダ

連邦政府は， 196C年代後半に累積した膨大な小麦在庫を一掃するために，小麦

作付面積を前年度の10分の 1に削減するという，他の資本主義諸国に例をみな

い大規模な生産調整計画に着手した"小麦だけではない。豚・鶏肉・鶏卵・

牛乳などの主要農産物は，いずれも 1960年代後半から「過剰」と価格低落に見

まわれ，農業経営は苦境に陥った幻。農産物「過剰」の下で農業危機が発現し

ている点においては，カナダも先進資本主義諸国の例外ではない。

以上のようなカナダの農業問題とそこに内在する諸矛盾を摘出するうえで，

農業構造の変化と農民層分解の実態の把握は欠くことのできない重要な課題で

ある。ところが，わが国でのカナダ農業の実証的研究はその緒についたばかり

でp 若干の報告・紹介"があるとはいえ， カナタの農業問題を農業構造の変化

1) 実際に減少した小麦作付面積は前年度の 2分の1，1，240万エ カ であった.これはわが国の
水田苗漬 (1970年)の1.5倍にあたる白

2) 豚の価格は.1969年10且から71年4月までの 1年半に50%以上下落し，家禽鶏卵の「過剰」
生産はいくつかの州が互いに他の州からの移入を阻止しようとして， 1チキン 卵戦争jをひき
おこした，乳価低落のために酪農家が牛乳を畑に投棄する事件もおきてい乙 (H.E. Bronson， 
ContinentalisIll and Canadian Agricu1tur.鳥 inG. Teeple (ed.)， Cat叫 alismand National 

Question in Canada， 1972， p. 123.)。

3) 主要なものに，須田勇治，カナダ白小麦 19割減反」を見て， 1農政調査時報J186号. 197C年
11月，玉井虎雄，カナダ 自由経済体制に固執¥.-，現代的対応に遅れをとる， 1農林統計調査日
19百年8月，石闘良司，最近におけるカナダ農業の動向一一「貴糧危機」前後にお町る小麦生ノ
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や農民層分解との関わりで立ち入って分析した研究はきわめて少ない。筆者の

知り得た限りでは，カナダにおいでさえこの課題に本格的接近を試みた研究は

ごく少ないようであるが， D.ミッチェノレ (DonaldMitchel)の著作『食糧の

政治学 (ThePolitics 01 Food)~"の中の 1 章「農場経営者の階層分解 CFarm

ers: A Class Divided) Jで，カナダの農業構造と農民層分解の特徴がやや詳し

く述べられている。ミツ子ェノレの著作はこれまでわが国では紹介されていない

ので，彼の見解を以下に要約しておこうへ

(1) 第 2次大戦後，工業技術の農業への適用によって，農業経営に決定的

な変化が生じた。その結果，大経営主小経常への階層分解がすすみ，農業集

落 (agriculturalcommunity)の崩壊と都市化の進展，農外資本と農業の大

経営との統合化という事態があらわれた。 (2) その経済的要因は，第 1に生

産費上昇が粗所得の増加を上回る「コスト・プライス・スクイズ(cost-price 

squeeze) Jであり，第2に土地価格の上昇によって経済的分化と生存競争が

激化し，農場負債が増大したこ Eであるの。 (3) I農場経営者間での階級再編

(rea1ignment of‘class' among farmers) Jがすすみ，大規模生産者による

土地・資木の集積，穀物以外の作目での賃労働雇用の増大，小規模経営者の

兼業増加という傾向がいちじるしい。「階級的方向への分極化 (thepolariza-

tion along class lines)はカナダ農村の社会構造を他分野のそれに 4近づけ亡

し、る。J"

、産の対応を中心として一一， I農業総合研究」第32者第1号. 1978年l月，三田保正，カナダ経
済と農業の明暗. I北方農業J1978年7........9月，がある.カナダ農業窪詳の包括的紹介として，や
やT甘いが，岩下龍 「カナダの農業経済J1959年，があるD

4) D. Mitchel， 7百ePol山 'csuf Food， 1975 なお，この著作は農民層分解にとどまらず，アグ
りヒホジネス(農業関連企業)による琉通 加士支配の実態と連邦政府の金糧・農業政策を全体と
して描き出 L. カブダ¢食糧農業問題の所在と政策選択O)JjipJを提示した労作であるョ

ら) Ibid.， pp. 11'"'-'31 

め とくに平原諸州では，外国資本や不出也主による土地取得が増大し，大きなr.掘にほっている。
これに対して.サスカチムワ γ州政府は，土地を購入して畏場担当者に貸しつけるサスカチュワ
γ土地銀行 (SaskatchewanLand B四 k)を1972年に設立した (ibid.， pp. 21，-...，25)。

7) Ibid.， p. 26. 
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ここに紹介したミッチェルの見解は，われわれがカナダの農業構造と農民層

分解の研究を進めるにあたって重要な指針となるものだが，さらに掘り下げて

検討すべき重要な問題がいくつか残されている。第1に，大経営と小経営への

分化が進んだというが，彼のいう!大経嘗」と「小経嘗」のそれぞれの経済

的・階級的性格規定は必ずしも定かでない。つまり，農業経営の階層区分が明

確でないのである o 第 2に，階層区分が明確でないことから1 農民層分解がど

の時点でどこまで進んだのかという，いわゆる“定量分析"がなされていない

といってよい。こうした問題にとりくむには，何よりもまずカナダの農業セソ

サス資料 (Censusof Canada， Agriculture) を用いた実証作業が必要である。

そこで本稿では，さしあたり農業生産部同に視野世限定し. 1961年以降のセ

γ サス資料"に主に依拠して，筆者独自の手法で農業経営の階層区分を行ない，

カナタにおける最近の農民層分解の進展とその基本的特徴を明らかにする。あ

わせて，近年カナダでめだっている農外資本の農業生産部面への進出の実態に

ついても若干の検討を加える予定である。なお，本稿の内容と関連させて，

1970年の小麦生産調整下での穀物農場の動向を分析する予定であったが，紙数

制約のため別稿にゆだねることとした。

I 第 2次大戦後の農業構造の変化

カナ夕、国土の大部分は針葉樹林とツンドラにおおわれ，農地は南部に集中し

ている(第 l図〕。カナダ農業は地域ごとに変化に富んでおり，広大な耕地に

8) カナダのセンサス資料を取り担う上での注意点、をまとめて列挙しておこう。①1976年センサス
では「センサス農場Jの定義変更く販売額50ドノレ以上から 1，200ドル以上へ〉のために，それ以
前の定義による豊場数と比べて約 3方農場が脱落している。③センサスは農産物販売額別に農場
を区分しているが，上層はあまりくわしく区分されていない(たとえば197&年センサλ では版売
額10万 rノレ以上の約1万 2千農場が一括されているL ③最近のインプレーシ 2 ンと農産物市場
の大きな変動のため，農産物販売額が短期間に急増する傾向が生じている。このため同じ販売額
の農場群でも年次が異Yよるもの脅置接比較するのが困難であるp ①1971年センサスの対事期間
(1970年6月1日"'1971年5月31日〉は小量生産調整と重ったため，小麦農場の作付面積・支出

額阪売額は平年をかなり下匝ったk思われる。
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大規模穀{乍と畜産が展開する平原諸州(マ二トパ・サスカチュワン・アルパー

タ)，畜産・酪農と集約的作物〔果実・野菜・たばこ〕中心のオンタリオ州，

旧フランス植民地で小規模酪農主体りケベック州へ最も早くから商業的農業

の展開をみた馬鈴薯・果実中心の大西洋岸諸川川， といった主要農業地帯に分

け Ghる。

第 1図カナダ全図

'j}来 w

ー一川境

医窓辺農業I叫

*PE.I=プリンぷエドワー 1:);:，
1¥.8.=一ーュ プ'"ンズンィック

〔出所) Agnculture Canada， Farming叫 C同 ada.1975，凹 30，......31

ここでは，第2次大戦前と現在とを比較しつつ，カナダ全体の農業構造の変

化を概観することにしよう(第 1 表〕。大戦前 (1901~41年〉には西部・平原諸

州での農業生産の発展を反映して，農場数は 51.1万から 73.3万へと増勢を続け

9) ケベツク州の土地所有制度は，他の旧イギリス植民地諸川と歴史的事情を異にする。同州では
17世紀に領主制 (theseigneurial 8y8tem)と呼ばれる「封建的土地所有制度」が噂入され カ

ナ〆連邦結成直前の1853年まで存読していた(B. Bernier，“The Penetration of Capitalism 

in Quebec Agriculture，" Canadian R四 "ω ofSociology“nd Anthlopology， Vol. 13， 

No. 4， 1976， p. 425)，岩下目ir掲書110-112ベ シをも事照されたいa

10) ニュー・フアンドラソド，プリンス エドワ ドアイランド，ノヴァ・スコシア，エ品

プノレンズウィツクの 4州。
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1901 

11 

21 

31 

41 

51 

61 

71 

76 

第 1 表農業構造の変化(1901~1976年〉

農場数耕地面積 平面均耕地積 機械台数 量入主| 時従事者

川〉ト万エーカ】 〔エーカー)kti-剛M 台々ー)1'<ミiVbaoZDィ台J汁(1.000t)I(1.0凹入〕全合に労占働め人〈明叩ロ〉

511 3.017 59.0 

682 4，tl73 71.4 

711 7.077 99.5 47 

729 8，573 117.6 105 9 

733 9，164 125.0 160 19 280* 1，339申

623 9，685 155.4 400 91 771 939 

481 10，340 215.0 550 156 1，077 681 

366 10，815 295.4 597 163 2，111 510 

339 10，929 322.8 635 164 3，065 474 

注 1) は資料な L

2) *は1935........3!J年平均

3) 1976年の農場教には定義変更のため脱落した農場を補ってある〔以下の表でも
同じ〕。

出所) C.eJパ VSof白 nadn，Agr九百lture(以下 Census と略す〕各年次、 Selected

.4g，勺cul加ralStatistics for Cm昭和 1978(以下品lected.と唱す〉。

31.5キ

18.4 

11.2 

6.3 

5.0 

た。ところが，大戦後は一転して減少し続け， 1976年の農場数は33.9万と大戦

前最高時 (1941年〕の 2分の lを下回っており，いかに急速なテンポで戦後に

離農が進んだかがわかる。他方で，総耕地面積は現在まで 貫Lて増加し続け，

1976年の 1農場平均耕地面積は323エーカーと1941年当時の2.5倍になった。大

量の離農と機械化の進展とが，農場経営面積の大規模化を可能にしたのである。

1941年に16万台であったトラクターは76年に63.5万台と 4倍に (1農場当り台

数は0.22台から1.87台へ)，またコンパイ Yは同じ期間にL宮万台から16.4万台へ

と実に8.6倍にも増えている。 1960年代後半からは農場数の減少もあって，機械

台数の増加が鈍化しているが，機械の大型化が進むという傾向が顕著である。

たとえば， トラクター販売台数全体に占める大型トラクター(100馬力以上〉

の比率は， 1969竿には10%だったが76年には40%に伸びている1九機械化の進

11) Agricu1ture Canada， Statisttcs問 latingto Fa打 n Machinerてyin Canad，α; 1950 to 

プ976，1977， P. 67 
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展は土地利用型経営だけに限らず，畜産・酪農部門では創料・水・敷きわらの

自動供給装置が普及し，現在では果物・たばこなどの一部農作業を除くほとん

どの農作業に機械が使用されている山。

機械化とならんで，農業生産の集約化・化学化り進んだことが最近のカナダ

農業の特徴である。農場の肥料購入量は， 1935~39年千均と 1976年との比較で

10.9倍にも増加し， これまで粗放的農業が支配的だといわれていた平原諸州で

も作付面積1エーカー当りの肥料使用量が1960年以降の 9年間で 5倍化し

た1h また，農薬支出額も 1961~76年に6.1倍に増え，しかもそのうちで除草剤

は11.8倍になっている川。その結果，主な耕種作物の単位面積当りの収量は，

大戦前に比べていずれも 2倍以上に増加した(第2表〉。 戦後におけるカナダ

農業の生産力発展は，機械化による労働生産性の上昇とともに，集約化・化学

化による土地生産性の上昇によっても助長されてきたのである。

第 2表作付 lューカ当り収量 単位:プッシzル

| 小麦 | 大 麦 !とうもろこし1 亜麻仁 | 馬鈴薯

1935~39平均 12.2 

1951 21.9 

1961 11.2 

1971 27.3 

1976 31.2 

〈35N763年9平の均指=数loo)I 
注〉 馬鈴薯の単位は100ポソに
出所) Selected. 1978. p. 10.9 

20.7 

31.3 

20-4 

43.0 

44.9 

40.8 4.9 74.9 

50.6 8.2 105.0 

7.i.O 6.9 144.3 

822 12.7 181.8 

84.7 13.6 196.3 

262 

最後に農業労働力の動向をみると，農業従事者は戦前 C1935~39年平均〕の

134万人から76年の47万人へと激減し，カナ夕、の労働力人口に占める農業従事

者の比率も 323むから 5 %へと大幅に低下したQ

12) Missiaen and Coffing， CANADA; Groτvth Polential of Grain and LlVe5[Ock Secwrs， 
U. S. Department of Agricむltur，ιJune 1972， p. 61 

13) Ilnd， p. 55. 
， 4) Agrir.u1ture Canada. Selected A.g;イculturalStatistics for Canada， 1978， p. 158 
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以上をまとめると，戦後カナダの農業構造の変化は，機械化と集約化を軸と

する農業生産力発展の中で，農場数と農業従事者数の大幅な減少および 1農場

平均での経営面積拡大が急速に進んだことを特徴としている。 ミッチェノレは，

この変化が工業技術の農業生産部面への適用によって生じており，その中で農

民層分解が進展し，農村社会の土台が根底から揺るがされていると述べている。

「工業技術のあらゆる力が適用きれるにつれて， この20~30年の聞に，カナダ

の農村に一種の革命が生じている。戦後の趨勢が・・しだいに，だが徹底的に

農業を再編してきたJor農業集落は経済的・政治的に引き裂かれ，大経営E小

経営の格差はます立す拡大した。 1960年代には『農民の立場』と特徴づけられ

る単一の政治的立場がもはやありえないほど， 2つの大きな・相争う傾向が農

業集落に現われたJ15)と。

ミッチェルの指摘は，ここに引用したかぎりでは正鵠を得ているといえよう。

そこでわれわれはさらに分析の歩を進めて，彼のいう「大経営」および「小経

営」がどのような経済的・階級的性格規定を与えられるべきかを考察すること

にしよう。

II 農場の階層区分と農民層分解の進展

(1) 販売額別階層区分の加工・修正

カナダの農業センサスは，農産物販売額によって農場の階層区分を行ってい

る。カナダのように地域平作目によって集約度が著しく異なる固では，一般に，

経営面積規模による階層区分よりも，農産物販売額による区分方法の方がはる

かに合理的である。 というのは， r経営の生産物の価額は，経営規模を間接に

ではなく直接に， しかもあらゆるばあいに証明するJ1C)からである。と ζ ろが，

近守インフレーレノョンや世界穀物市場の激しい変動のために，農産物価格が短

期間に大き〈膨れあがる傾向が生じている叩。そのため，同じ販売額に区分き

15) Mi tchel， o.ρcit.， p. 11 and p. 14 
16) ν←ニン「農業における資本主義の発展についての新資料J，邦訳「全集」第22巻， 72ベ !/~ 
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れる農場群であっても，年次が異なれば直接比較することが困難である。たと

えば， 販売額2.5万ドル以上の農場数は1961年にはわずか 1万足らずだったが，

1976年には10万を越えて全農場数の305百以上を占めている回。これらの農場群

を販売額が同じであるという理由で，農場数の年次別推移を問題にすることは

当を得ていなL、。

そこで 1つり試みとして，一定の基準で販売額別区分を加工して，経済的・

階級的性格をほぼ等しくする農場群をとり出す筆者独自の方法を用いることに

する。農業経営の経済的 階級的性格を直接に規定するのは，いう主でもな〈

賃労働の使用である。 F・ェ γ ゲノレスや B・M ・レーニンによれば，資本主義

的経営と農民的経営とを区別する基準は，雇用労働により多く依存しているの

か，干れとも家族労働により多〈依存しているのかということであるo また，

農民的経蛍とプロレタリア的経営とを区別するのは，独立して農業を営むこと

が多いのか，それとも他人に雇われて働くことが多いのかということである問。

中野一新氏はレー二ンのドイツ農業研究に依拠して，資本主義諸国における農

業経営の階層区分指標を次のように定式化している。

「資本主義経営，賃金労働者が家族労働者よりも多い経営群。大農経営，賃

金労働者を常時使用せずにはやっていけない経営群，具体的には常用労働者 1

人以上と若干の臨時雇用労働者を使用する経営群。中農経営 2ないし 3経営

のうち l経営で賃金労働者を使用する経営群。小農経営とプロレタリ 7経営，

賃金労働者をほとんど使用しない経営群。」刷

17) 1961年を100としたカナダの農垂E物価格指数は， 1966:年112，1971年131ヨ 1976年に仕218であっ
た (Selected.，p. 171)0周知のように.1972年枇以降の世界的な穀物価格高騰¢監響が大き(， 
カナダ小麦局の小麦売薩価格(ノーザソ l号，サγダー へイ〉は1971/72年度のプッ γェノレ当
り1:69トノレカら. 1972/73年度の2.63ドル， 1973/74-午度の5.49ドルとわずか2年聞に3.3惜も急

騰した (CanadianWheat Board， Annual Re;向付 1975/76)。

ll::l) 1961白山田 ofCanada， Vol. V， Part 1， 以下1961CensuJ と暗記 Table 31~ 

1976 Cens川 Table25 

19) エンケVレス「フランスとドイツにおける農民問題J. 邦訳「マルクス=エンゲルス全集」第22

巻 4:田〈ージ。レーニソ「現代農業の資本主義的構造ム邦訳「全集」第16巻， 449-450ページ。
20) 中野新，合衆国の大規模農場経営の位置とその階級的性格(3)， '.経済論叢」第118巻第3.4

号， 1976午.9.10月， 19べ-;:/0
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ここでは，ひとまず馬の用いた階層区分指標にしたがって，カナダの各農場

群の特徴づけを行う。 カナダの農業センfスからは， 賃労働者の使用に関す

る指標として，①雇用労働週数 (weeksof paid labor) ①通年雇用労働者数

(number of paid year TOUロd workers) ③賃金支出額，の 3つを利用でき

るが， ιょ二では賃労働0)使用状況を最も包括的にあらわし Cいる雇用労働週数

c1年間ののべ雇用週数〉を階層区分の指標にとりあげる。

第 3表は，販売額階層別に 1農場あたりの雇用週数を示している。 1961年の

販売額2.5万ドノレ以上層の 1農場当り雇用週数は 142.7週で， かりに賃労働者 l

人の雇用日数を15日日と Lて換算すれば5.7人分に相当するmυ61年七ソサスに

よれば，同じ階層の無給家族従事者の労働ほ 1農場当り 19.7週刊日人〕であり，

経営者の労働を年間最大隈300日 (2人〉と仮定して加えても， 自家労働の合

計はおよそ70週 (2.8人〕で雇用労働の 2分の 1にも満たない。つまり. 1961年

の 2.5万ドル以上層は雇用労働が自家労働の 2倍以上に及び， 資本主義経営に

あたる。なお，以下ではこの階層のように全体として資本主義経蛍に相当する

農場群をクラス I と呼ぶ。 1961年の 1~1.5 万ドル層と1.5~2.5万ドル層は， 雇

用労働が自家労働を下回るが，賃労働者を常時使用している大農経営である

(同様にこれをクラスEと呼ぶ〕。 また5，000~1 万ドル層は 2 ないし 3 経営

に 1経営は賃労働者を使用する中農経営(クラスill)であり， 5，000ドル未満層

は小農経営およびプロレタリ 7経営である。ここでは， 5，000ドノレ未満層のうち

で兼業農場'"が半ば以上を占める農場群をプロレタリア経営(クラスVl とし，

残りを小農経営〔グラスIVlとするく第3表(a)l。

以上の階層区分方法を1971年及び76年セン十λに適用したのが，第3表の(b)

21) 年間雇用日数150日を1人と換算したのは，カナダにおける農業労働の季首牲と作物成育期聞の
短かさを考慮したためである。合衆国の農業センサスでは常雇労傭i昔 (Iegula.rwor-her)を年間
雇用150日以上250日未満としているが，カナダは合衆国よりも作物成育期間が短く，伊高日数は
平原州でBO"，115日，最も温援なオンタリオ州南西部でさえ200日であることを考えれば，この想
定は妥当であろう。

22) カブダのセンサスで「兼業 (off-farmwork)Jというのは，農場経営者が自らの農場以外で賃
き苦働に従事することで，経営者以外の家接員の農外質管醐は含まれていない。
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賃労働雇用と兼業を指標とする階層区分

83.0 
H 

1万 rv1.5万 25，923 5.4 23.5 (0.9) 72.1 14.6 16.9 66.9 

5，000 f'"J 1万 18.8 10.7 (0.4) 53.8 

3，750 r..J 5，日目白 49，754 10.3 6.0 (0.2) 41.4 21.2 14.9 64.9 

2，500 ~ 3，750 69，023 14.4 4.4 (0.2) 35.9 26.2 14.3 64.3 

1，200 ~ 2，500 94，256 19.6 3.1 (0.1) ~9.1 35.6 13.0 63.0 

250 ~ 1，200 82/J4ti 
v 

250トソレ未満 43，8GO 9.1 1.1 く0.0) 11.2 60.0 5.9 55.9 

クラス

労賃

第3表

1961年
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言 1 480，9ω100.0 I 1叩 I (1叫 38.41 32.0 1 

同の「経営者を含む家族労聞週散」は経営者の脅圃日数を年官300日 (5C週)と仮定して加えてある@

八
2ロ

注〉
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闘コよ〉¥ 宅数構成比 1時当?問問問問著書関クラス
版売額¥¥戸弘 勺記 週 〈人数鵬/'(%51> Hi%) 
5万トl-k上 10，443 I9  I 141.7 I (5.7) I 84.0 I 15.4 I 

;232LJ22212引;;::判 E

1. 5万~2.5方 36，869 10.1 13.3 (0.5) 59.0 20.4 

1万......，1.5万 42，794 11.7 7.2 (0.3) 47.6 23.6 E 
7，500........，1万 34，452 9.4 6.7 (0.3) 39.9 27.2 

5，000~7，500 47，661 13.0 3.6 (0.1) 33.0 31.8 

3，750""""5，口00 28，946 7.9 2.8 (0.1) 27.9 37.1 IV 
2，500"-'3，750 34，008 9.3 2.2 (0.1) 24.4 42.2 

1.2日日 ~2，500

l州
(0.1) 

1，200ドル未満 (00) 11.2 
V 

66，260 18.1 1.0 54.4 

合計 |蹴国 1 100.0 1 1ω1 (叫 1 35.3 1 35.3 1 

(c) 1976年

クそラプ、

10万ドル以上

r....J 10万円レ 1 91ml (1.3) 
E 

5万"，7.5万 22，12日 6.5 20.1 (0.8) 56.3 12.4 

3.5万~5万
E 

2.5万.........3.5万 32，021 9.5 8.0 (0.3) 37.5 18.0 

1.5万........，25万 46，129 13.6 5.4 (0.2) 30.2 24.0 

1万......，1.5万 35，363 10.4 3.9 (0.2) 24.7 32.4 IV 
5，000"-'1万 45，791 13.5 3.0 く0.1) 20.7 42.1 

2，500"-'5，000 37，874 11-2 22 (0.1) 17.5 51.0 

1 ， 200~2， 500 31，223 9.2 1.7 (0.1) 13.9 54.5 V 

1，200ドル未満 38，460 11.4 0.8 (0.0) 6.6 55.7 

ロ扇| |元副 100.01 1州側円五21 ru 1 

出所) lq61凸 n.'o1f.S.Tablp 31. 1971凸回目 Table52. 1876仁印刷s.Table 25 
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と(c)である。ただし，農業センサスが無給家族従事者についての資料を与えて

いるのは1961年だけであるが，後述するように(第5表〉無給家族従事者数は

その後ずっと減少傾向を示している。したがって， 61年センサスから得られる

自家労働の最大限70週とし、う数字を用いて， 71年と76年センサスの階磨区分を

行っても，白家労働週数を多めに見つもることになり，決して過少に見つもる

ことにはならないと思、わhる。

(2) 農民層分解の進展

資本主義経営の増大と賃労働比率の上昇

前項でひととおり農業経営の階層区分を行ったので，それにも土づいて農民

層分解の動向を検討しよう。第 4表は，筆者の階層区分方法によるクラス I~

第 4表 クラス I~Vの農場数の変化

1961 1971 1976 1961f'，J減76年
の増

61年るfを旨100 と
す数

I 9，507 10.44~ 12，349 十 2，842 130 

農 E 40，334 23，086 31，309 9，025 78 

E 日0，419 114，115 59，309 31，110 56 
場 IV 213，033 110，615 127，283 -85，750 60 

数 V 126，796 107，日93 107，557 -19，239 呂5

合計 | 叫 9031 3回，叫 338，5781 一間25 70 

I 2.0 2.9 3.6 +1.6 
構 E 8.4 6.3 9.2 十 0.8
成 E 18.8 31.2 17.6 -1.2 
上t IV 44.3 30.2 37.5 -6.8 

〉F￥ 
V 26.3 29.3 31.8 十 5.5

出所〉前査に同じ。

Vの農場数の推移士示している。その特徴は，第 1に1961年以降の15年間で農

場数全体の減少は14万農場以上にのぼり， クラス Iを除くすべての階層で農場

数が減っているが， グラス Iだけが絶対数で増えていることである。第2に，

グラスE と1vは1961年の農場数を 100とすると， 76年にはそれぞれ56と60で減
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り方が最も激し<，ご〈一部の経営が上向する一方で，大多数が下層』こ移行し

たかあるいは離農(プロレタリア化〕したことを示している。第 3に， クラス

EとVは農場の絶対数は減っているが， グラス阻・ IVはと減りみが大きくなく

構成比ではむしろ増大している。とくに， クヲ λVが26.3%から31.8広へと 5.5

ポイント比率を高めたことは，下層農場のプロレタリア化の進行を如実に物語

っ Cいる。センサス資料の分析によって， この15年聞のカナダ農業における資

本主義経営，大農経蛍およびプロレタリア託営の比重の増大〈しかもグラス I

は絶対数でも増えている〉と，中農・小農経営の大幅な減少 Eいう両極分解の

傾向が明らかになっ土。

次に賃労働者の使用状況を検討しよう白第5表は戦後の農業労働力構成の推

移をあらわしている。農業従事者全体は， 1951年から74年までに半減したが，

雇用労働者数は10万人前後の一定した数を保ちつつ什ている。農場経営者と無

第 5衰農業従事者の構成と推移

全体に対する比率(%)

雇労働者用 I無従給事家族者 I農経営場主 I合 計 雇労働者用 I無従給事家族青 I農経営場者

1951 1日日 243 596 939 10.6 25.9 63.5 

56 103 160 514 777 13.3 20.6 66.2 

61 112 133 436 681 lfl.4 19.5 64.0 

66 98 110 336 544 18.0 20.2 61.8 

71 102 118 291 510 20.0 23.1 57.1 

74 99 103 271 473 20.9 21.8 57.3 
」ー 」ー

注〉 有給家族従事者は雇用労働者に含まれる。原資料が異なるため，センサスの雇用人数
とは一致しない。

出所) Seleted， 1978. p. 186く原資料 StatiHtic.gCanada. The Labor P;酎-ce)

給家族従事者の減少は激しく，農業従事者全体に占める比率を下げているのに

対して，雇用労働者の比率はユ951年の10.6%から74年の20.9%へと 2倍に伸び

ている。家放労働力の大幅な減少と雇用労働力への依存度の急速な上昇とは，

戦後におけるカナダ農業の資本主義的進化や端的に物語っているの近年のカナ

ダほ E農業における賃労働比率の大幅な上昇をはっきりと確認できる国は，先
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進資本主義諸国の中では他に見られない。これは現代カナダ農業の特徴として

大いに注目してよいであろう。

なかでも， クラス I農場における賃労働の集積には著しいものがある(第6

表)0 1961年から76年にか円て雇用週数全体はおおむね減益傾向にあるが， ク

ラス I農場の雇用週数は増加し， 全農場に対する比率は28.2%から 42.4%へと

高まっている。賃金支出額や通年雇労働者数についても同じ傾向が読みとれる。

ミッチェルは戦後の農民層分解と賃労働の使用について以下のように述べた。

第 6表 クラλI農場における賃労働0集積

~とι竺 1976

週数(クラス ~I 1，475 1.564 

実
(1，000) 全農場 4，805 3，832 3，687 

賃金支出羽 1…| 109 

259 (百万ドル〕 全農場 194 

数 158 213 

(100人〉 全農場 475 386 440 

雇用週数 28.2 38.5 42.4 

クラス 1/全農場 賃金支出額 34.7 42.0 

(ガ〕 通年雇人数 33.3 47.0 48.3 

出所〉 捕 3表に同巳a

11945~75年の土地所有の趨勢は，大農場経営者と小農場経蛍者との間の富と

農場規模の不均衡を異常に大きくしただけでなく，農場経蛍者の賃労働に対す

る関係をも変えた。より大規模な生産者による土地と資本の集積は，あらゆる

作自に通ずる一般的傾向であった。これは穀物を除くほとんどの作目で，賃労

働雇用の増大をも意味した。大農場経蛍者は1970年代までに大規模な資本投下

を行っただけでな<，季節雇やウノレタイムの農場労働者を大量に雇勺た。彼ら

は独立生産者という伝統的役割に加えて，あるいはむしろそれ以上に賃労働に

対するボエえとなった。」叩われわれは，農場の階層区分にもとづいて資本主義経

23) Mitchel，噌 cit.，pp. 25"，26 
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営における賃労働の集積を確認したので，それに加えて次のように言うことが

できる。 ミッチェノレのいう「大経営」の少なからぬ部分は資本主義経首である。

カナダでは農場の両極分解が進む中で，農業労働力に占める賃労働の比重が絶

えず上昇し，資本主義経営がますます多くの賃労働を集積してきた， と。

III 上層経営における資本と生産の集積

一一1971年センサス査中心に

戦後カナダにおける農民層分解の過程は，上層経営(グラス IとjI)への資

木と生産の集積をともな司ていた。ここでの課題は， 1971年セ γサスを用いて

E層経営への資本と生産の集積度とその特徴を明らかにすることである。 1971

年センサスは小麦の生産調整と重ったため，小麦農場の諸指標が平年を下回っ

ていると推測されるが，燃料・肥料の支出額，販売額とL、った重要なデータを

調査集計している最新の統計である〈残念なことに1976年センサスではこれら

の指標にかかわるデータが欠落している〕。そこで，本節では上記の制約を考

慮しつつ1971年七ンサスを用いて分析を進める。

(1) 資本・賃労働の上層経営への集積

第 2図は，土地・生産手段・賃労働・生産物に関わる諸指標について， クラ

ス j~Vの各階層が占めている Y ェアーを図示したものである。こり図からわ

かるのは，第1に農場数のきわめて少ない上層経営が土地と資木の相対的に大

きい部分を集積しており， クラスlVやクヲスVは農場数は多いが土地と資本に

占める比率はずっと小さいことである。農場数では全体の 2.9%にすぎないゲ

ラス Iが，耕地面積の6.8%，燃料支出額の11.6%，肥料支出額の22.2%，農薬

支出の24.3%を占め，グラス IとEの合計では耕地面積の17.8%，燃料芝出額

の24.8%，肥料と農薬の支出額の40%以上を集積している。しかも，平年では

グラス IやEに相当する小麦農場の多くが， 1970年の小麦生産調整によって販

莞額を大幅に減らして71年センサスでは 1ランク下の階層に含まれていると予
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想されるので，第2図での上層経営の集積度は平常り実態よりも少なめに示さ

れていると思われる。

第 z図 タラ λI~Vにおけるシェアー (1971年〉

2.9% 6.3封 W 40 60 M 100% 

農場 主主 i1リ III 31.2 lV田 _2_L V 29.3 
、、 --一一町一一ー、 『句 、一一『一一--

こと
耕地面積 6.81

'
1.0 I 4fi_3 26.1 

地

-トブクタ
b礼9.6I 38.5 28.7 17.8 

台数
生 、 、 、、

燃料支出額 1:.6 1 13.2 I 40.9 24.2 

j'ji 、 、
機械賃作業

16.3 I 15.6 I 35.8 20.2 支出額
ヨJ三 、 、、 句 、 、

肥料支庁!栢 22.2 18.8 39.9 1 14.1 14.6 
})t 

農薬支出額 24.3 19.8 36.5 1 14.3 1 

『園、 ー『 『一司 ・ 、
賃 雇用週数 38.5 20.1 I 26.9 l...s..:.s 1 j 
貴

、

樹
賃金支出額 42.0 21.6 22.9 1 6.7 1 

回

d圃 ，戸戸H戸戸
生 販売額 28.9 18.8 37.4 1 12-，-6 1 P豆

o 20 40 6C 80 100弛
出所) 1971 C.哨sus.Table 52 

第 2に，前節で述べたように，上層経営への賃労働の集積がいちじるしいι

とである。グラλIだけで雇用週数の38.5%. 賃金支出額の42.03";を占めp ク

ラス IとEの合計では雇用週数の58.6;百，賃金支出額の63.6%にまで及んでい

る。ここで注彦、すべきは， クヲス Iの賃金支出額の V ェアーが雇用週数を上回

っていることである。この事実は，資本主義経営では雇用量に対して賃金支出

額が大きいこと，つまり賃労働の中に単純な手作業とならんで，熟練・資格を

要する作業や管理労働も含主れていることを示唆している。「大規模生産単位

の成長にともなって，農場労働者の性格がいく分変化してきた。農場労働者は

新しい技術の取り扱いに相当習熟していなければならないし，他の労働者と集
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団で労働する状況にしだいにおかれている。独立自営農民のために働き，家族

経営の一部分となっていた伝統的な『雇われ人 (hiredman)~ は急速に消滅し

つつある。古いスタイルの雇われ人は，農民家族と住居・食事を共にする形で

賃金の一部を支払われ，低賃金だがここちょい労働条件の下でしばしば生涯に

わたって忠実に仕える。近代的な農場労働者は，はるかに移動性と独立性に富

み，農場内外の独立した住居で自らの家族と生活することが多い0 ・・・・変わら

ないりは，他産業のカナダ人労働者と比べての，農場労働者に対する搾取の規

模である。J'心

上層経営とりわけ資本主義経営による賃労働の集積がすすむにつれて，農場

労働者の性格が変化してきていることが上掲のミッチェルの叙述からもうかが

去るおに

(2) 機械化・集約化の進展と農民層分解

前述したように，カナダにおける農業生産力の発展は，機械化による労働生

産性の上昇と集約化・化学化による土地生産性の上昇とが並進する過程をたど

ってきた(Iを参照〕。上層経営での資本の集積は，この階層が農業生産力発

展の主要な担い手であるとともに，生産力発展の成果を最大限に利用している

ことを示している。さきの第2図によると， クラス IとEでトラグタ一台数の

14.8%. 機械・施設価額の23.2%，燃料支出額の24.8%，機械賃作業支出額回の

31.9%を占めている。ここでわれわれの関心をひくのは，上層経営ではトラク

24) lbid.， p. ?R 

25) 農場労働者の性格が「近代的」になっているとはいえ，待遇や権利の苗では依然として劣悪な
状態におかれている.農場労働者には最低賃金法や労働基準が適用されないし，一部を除いて生
業保険・年生田対象からも排除されτ'-'Q..また大部分の州で，いまだ労働組合結成の権利が認
められていない.ょうした無権利状態の中で，合衆国と同様にメキショやカリプ海諸国からの出
稼ぎ労働者も相当数存在する巴 (Ibid.，pp. 28~30) 。

26) 機械賃作業とは，機械による農作業を他人に請負わすミとで，作業白受託渚倒が機械を所有し，
委託者。位額によって自分自身でかないしは他人を雇用するかして，委託者の農場の機械作業を
行う.平原諸州での穀物収穫期には，国境をへだτて隣接する合衆国のぞンタナ，ノー久ダコタ
州から機材作業を請け負いにや勺て来ることが，しばしばある.
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ター台数よりも機械の大小を含めてより正確に機械の保有程度をあらわす機

械・施設の価額の方が集積度が高しまた，機械・施設の価額よりも実際の稼

動率の高さを示す燃料支出額の方がさらに集積度が高いことである。 1960年代

後半以降の農業機械化の特徴が単なる使用機械台数の増大だけでなく，機械の

大型化と広範な農作業部面への普及であることを考えあわせれば CIを参照)， 

上記の事実は上層経営において機械の大型化と広範な部面への普及がいち早く

進行したことを示していると思われる。ただし， クヲスEが燃料支出額の 40.9

Zを， クラスIVが24.2%をなお占めていることもまた確かであり， 中農・小農

経営も広範に利用できるほど機械使用が平準化していることにも留意しておか

なければならない。

集約化・化学化については，上層経営での生産力の優位が一層明白である。

第 7表は耕地 1エーカー当りの支出額をあらわしているが， 燃料・機械賃作

第 7妻階層別にみた集約度

耕地 1=ーカー当り支出(わけ
lエーカー当り

燃 料 |機械質作業| 肥 料|農 薬
販売額(ドノレ〕

I 3.3 1.4 4.0 1.4 163.6 

E 2.3 0.8 2.1 0.7 65.7 

JJl 1.7 0.4 1.0 0.3 31.0 

IV 1.8 0.4 0.7 0.2 18.6 

V 2.0 0.7 0.6 0.2 10.3 

-Q
d
 

l
 

1
 

6
 

Aυ L三J 38.4 

出所) 1971αnsus. Table 52 

業・肥料・農薬のいずれの指標をとっても，上位階層ほど単位面積当りの支出

額が大きい。 とくに肥料支出額はクラ只 IがクラスVの6.7倍， 農薬支出額は

7倍と，資本主義経嘗での集約性の高さは群を該いている。単位面積当りの販

売額さはクラス IがクラスVの16倍にも及び， グラスEをもはるかに上回って

いる。資本主義経営における集約的な資本投下の当然の結果であろう。
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(3) 生産の集積と作目聞における集積度の相違

上層経営への資本・賃労働の集積は，その必然的な結果として生産の集積の

進展をもたらした。第日表は農産物販売額の階層別分布をあらわしている。グ

ラス Iが販売額全体の28.9%を， クラス Eが18.8%を占め， この両階層で販売

額全体の47.7%を集積しているのに対して， グラスN とVを合わせても販売額

全体の15.1%にしかならない。農場数で 1割に満たない上層経営が生産の半ば

近〈を集積するところまで，カナダ農業の構造変化が進んでいる。

万実数回ド

ノレ
〉

構

成

比

( ) 76 

第8表販売額のグラス r".，..，vへの分布 (1971年〉

販 売 額

合計|畑作|静・野菜|家禽・鶏卵1畜産 i乳製品 iその他

I 1，198 179 116 

H 782 216 39 

E 1，553 501 54 

1v 525 204 19 

V 102 39 6 

計|

I 28.9 15.7 49.2 

E 18.8 19.0 16.4 

E 37.4 44.0 22.9 

1v 12.6 17.9 8.0 

V 2.5 3.4 2.5 

注) r果物野菜など」には，温室種苗を含む.
出芳f) 1971 Census. Table 52. 

255 567 65 16 

45 316 158 7 

32 586 332 17 

7 194 89 11 

2 .0 11 5 

61 

74.4 33.2 9.8 25.6 

13.2 18.5 24.1 11.7 

9.2 34.3 50.5 28.5 

2.2 11.3 13.5 18.1 

0.6 2.4 1.6 8.5 

1日0.0

生産の集積を作目別にみると，その特徴がし、っそう鮮明になる。家禽・鶏卵

(74.4%)，果物・野菜など (49.2%)ではクラス Iだけで生産の 2分の 1から

4分の 3を占めており， これらの集約性の高い部門での資本主義化の進展は目

を見張らせるものがある。次いで， クラス IとEで生産の過半を担ってL、るの

が畜産〔合計邑1.7%)である。畑作はクラス IとEで34.7%を占めているが，ク
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ヲスEが44.0%，クラスIVが 17.9%と中農・小農経営も比較的高い戸ェア を

保っている。ただし， 1971年七 γサスでは，小麦生産調整の影響で上層経営の

多〈で小麦販売額が大幅に減少したり，あるいは畜産の比重を高めるなどの対

応をとったために，畑作における上層経営の生産集積度が相当低くあらわれ亡

いると予想される。くわしい分析は別稿にゆずるが，乙の点に注意して数字を

読みとる必要がある。酪農(乳製品〕は生産の33.9%が上層経営に担われてい

るが，他方でクラスmが 50.5%を占めており中農経営がなお相当な比重を保つ

ている叩。

一握りの上層経営とりわけ資木主義経営肥よる生産の集積は，現代カナグ農

業の資本主義的進化を明確に証明している。 しかも， この傾向は「家禽・鶏

卵Jと「果物・野菜など」というきわめて集約性の高い部門において特に目ざ

ましい。

IV 法人農場とインテグレーション

最近のカナダ農業の特徴は，法人農場の増大と農外資本による農業生産部面

への浸透である。これらの問題を取り扱うことなしには，カナダにおける農民

層分解の実態分析も不十分とならざるをえない。そこで，以下では法人農場の

中でもとりわけ資本主義的性格が明確な大規模法人農場(largeincorporated 

non-family farm) の実態を明らかにするとともに，農外資本進出の主要な形

態であるインテグレ-'/ョンの現状についても検討を加える ιとにする。

(1) 大規模法人農場の資本主義的性格

27) 酪農経宮の動向については，石関良司，最近におけるカナダ酪農の動向と政策，湯沢諒編「農
業問題')市場論向研究J1979年"， 199-217ベ ン，に詳しh それによると， ，従来，カナダの酪
農は西欧諸国の場合とほぼ同様に小規模であり，小農的家族経営によって担われる典型的な生産
分野であったとみられるが，戦後，とくに60年以降の構造変化は急激であって，それまで心主配
的形態であった小規模飼聾層が大量に脱落するとともに，比較的少数農場による大規模化の傾向
がいちじるしく進麗している」が，それとともに， rなおいぜんとして小規模酪農層が少なから
ぬ比重をもって」いる点ほ注目きれあ，としている(向上書， 203へージ)。
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1971年センサ旦によれば，カナダ全体の法人農場は7，992あるがJ そのうち家

族法人農場が7，081あるので企業的法人農場は911と数の上ではごく少ない加。

1971年センサスの課題別研究 (pro五lestudy) rカナダの大規模農場 (Large

Farms in Canada) J叩では， 企業的法人農場のうち販売額2.5万ドノレ以上の経

営を「大規模法人農場」として若干の資料を与えている。この資料を検討する

ことでカナダにおける大規模法人農場町実態を見る己とにしよう。

当該資料では， 大規模法人農場主「販売額2.5万ドノレ以上」で「株式の支配

的部分が経営者とその家族員とを除〈株主に握られている法人」と定義してい

るSへこれに該当するのはカナダ全土で 132農場あり， そのうち42.5%がオ y

タリオ川に集中している。農場の型!lljにみると，肉畜，家禽，畑作(穀物幸子除

<)， 果物・野菜が多い。販売額jJljでは10万ドル未満が216. 10~50万ドルが

179. 50万ドル以上Eいう巨大なものが37ある'"。

第9表は，大規模法人農場が農場数，賃労働雇用，資産額，販売額の諸指標

についてどの程度のシェアーを占めているかを示している。大規模法人農場の

農場数は販売額2，500ドノレ以上層全体の0.2%にすぎないが，賃労働雇用の4.0%，

資産額の1.0%， 販売額の2.3%を担っている。資本・賃労働・生産の集積度は

農場数の比率に比べればはるかに大きいが，大規模法人農場がカナダ農業全体

に占める位置はご〈一部分にすぎない。ところが，これを農場の型別にみると

作目ごとに大きなちがし、がある。家禽部門では，大規模法人農場が農場数の2目0

%，賃労働雇用の13.6%，資産額の6.0%，そして販売額の9.7%を占めている。

また， r果物・野菜」およひ「種々のものJでも販売額の l割近くを担ってい

る。これらの 3部門では，農民層分解の進展の中 e，大規模法人農場が生産に

おいて一定の位置を占めてかる。

2-8) 1971 Census. Table. 13 
29) 1971 Census of Canada， Vol. V， Part 3， Profile Stud日 ，LargeF(山明S胡 Canada，

1976 
30) Ibid.. p. 35 
31) Ibid. pp. 35← 36 
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大規模法人農場による生産の集中 (1971年〉

実 数 同じ型の農場全体に対する比率(%) 1農場平均

農場数|雇用情|資産額(湖町額(明)農場数|雇 用|資産額|販売額 雇用人数 販売額('何)

酪 農 18 3，225 5，079 1，067 0.03 0.5 0.1 0.1 7.2 59 

肉 畜 112 26，527 74，263 29，858 0.1 2.9 1.0 1.9 9.5 267 

家 禽 113 28，764 34，232 31，941 2.0 13.6 6.0 9.7 10.2 283 

穀 物 22 4，090 18，080 1，672 0.03 1.2 0.3 0.2 7.4 76 

その他畑作 63 10，086 13，100 4，675 0.7 2.0 1.4 2.0 6.4 74 

果物野菜 72 28，102 35，833 12，476 0.9 6.0 5.4 9.3 15.6 173 

種々のもり 28 40，981 17，203 12，157 0.6 11.9 4.6 9.8 58.5 434 

複 合 4 707 4，552 317 0.02 0.4 0.4 0.2 7.1 79 

全 体| 制 | 叫482 202，312 94，163 0.2 4.0 1.0 2.3 13.2 218 

第 9表

「同じ型の農場」は販売額2，500ドル以上。

資産額は，土地建物，機械・施設および家畜の価額合計。雇用人数は 1人を150日雇用として算出。
「その他咽作」とは，穀物以外の畑作物のことで，馬鈴薯，てんさい，たば乙などが含まれる。

「種々のもの」は溢章作物，種苗，花き，球根，マツシュノレ ム，昨蜜，毛皮用動物，馬，山羊などが入る.
「複合」とは，いずれの作自の販売額も51%に達しないものをいう.

1971 Census. Profile Studies. L即 l<eFarms in Canada， pp. 36-40 

)

〉

)

1

2

3

 

注

(

∞

匂

〉

∞

U

日』庁〕



90 (90) 第 129巻第l・2号

大規模法人農場の資本主義的性格は，賃労働雇用の大きさにはっきりとあら

われている。大規模法人農場全体の平均雇用量は年間330週 (13.2人)， r果物・

野菜」は 390週(15.6人)， r種々のもの」ではじつに 1，464週 (58.5人〕に達し

てし、る。

以上を要約すると，現代カナダ農業の資本主義的進化が，大規模法人農場を

頂点として，家禽， i果物・野菜J， i種々のもの」というきわめて集約性の高

い3部門で最もきわ立りていることは明白である。

(2) インテグレー γ ョンの広範な展開

近年z カナダにおいても農外資本による農業生産部面への進出が目立ってい

る。上JLI¥した大規模法人農場もその大部分は農外資本の支配下にあると思われ

る。農外資本の進出の実態を検討することは，カナダにおける農民層分解の研

究にとって不可欠の課題である。ここでは，その主要な形態であるインテグレ

ーション〔垂直的統合〕について若干の検討を加える。

1971年センサスによると 3 畜産・家禽の契約生産を行っている農場数は6，660

とカナダの農場全体から見ればご〈わずかである問。しかし，センサ旦は「契

約期間と当事者の責任を明記した文書契約」によるものしか集計していない

ので，実際にはインテグレーションはもっと広範に展開していると予想でき

る。たとえば， 1977竿に発表されたカナダ農業の方向づけに関する特別委員会

(The Task Force on the Canadian Agriculture)の報告は， i農業生産に

対するアグリビジネスの支配」の例として，大西洋岸諸州・ケベック・ 1ンタ

リオ・アノレバータの野菜加工〈馬鈴薯・テンサイを含む)， ヶペックの豚肥育

経営，ケベックその他でのブロイラ一生産(ヒナの府化場を含む〉をあげてい

る日》。

32) 1971白 ηSus，Table 16 
33) Agriculture Canada， Orientation of Canadi酎 ，Agπcultu阿 A T，出 kForce R唖ort.

Vo1. 1 Part A， 1977， p. A4以下回事例も ibid.，pp. 84-85 
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野菜加工企業は原料の安定した供給を確保するために，農場経営者と生産契

約を結ぶとともに，加工企業自体が生産にのり出すようになっている。極端な

場合には， 1つの企業がニュー・プノレンズウィッグ州の馬鈴薯生産の40%を自

らの経営と契約によって支配していると推定されている(ちなみに同州はカナ

ダの馬鈴薯生産額の19.6%を占めており aペ 乙の 1企業だけでカヲタの馬鈴薯

生産の7.8%を支出していることになる〉。また家禽部門では，ケベックの家禽

農場の80%が何らかの形で加工業者の玄配を受けていると推定されている。同

じケベック州の養豚農場の大部分は，生産契約によって豚肉卸L業者と飼料会

社に統合きれている。最後に，カナダ全土の多〈の鶏卵生産者は融資協定の一

部として飼料会社との飼料購入契約を結んでおり，卵価が相当低下した場合で

さえ割当量以上の過剰生産を主ね〈のではないかと危倶されている。以上であ

げた事例は資料の制約もあって断片的だが，カナダにおけるインテグレーショ

ンの実態の一端をのぞかせているといえよう。

こうした農外資本の進出は，上層経営への資本と生産の集積と相まって，上

層経蛍の性格を変化させている。「利潤のために『穀物産業 (thegrains indus-

try)~ や『肉牛産業 (the cattle industry)~ を営む農企業家 (farmer-business

man) という自己意識が，彼(大農場経営者←ー引用者〉をして，自らを同じ

商品分野の非農業部門とより密接に一体化 (identify) せしめた。大農場経営

者は，食品産業の農業関連部門の 1パートナーになっている。」耐しかも，農外

資本の進出はアメリカ金融資本のカナダ経済支配との密接な関連の下に展開し

ているのである3ヘ以上の点をふまえて，今後乙の分野での実証研究をすすめ

34) 1976年の数字。 CanadaG回 insCouncil， Canadian Grains Industη Statistical Hand-
book '78， p. 217 and p. 224 

35) Mitchel， op. cit.， p. 15 

36) i合衆国との経由的統合は，アメリカの需要にカナタの生産主適合させるだ切でなく，アメリ
カの苗剰資本にカナダというはけ口を提供することも意味した。産言葉における大規模で，流れ作
業的な生産への加速度的な趨勢から見て，法人農業経営加工戸国tefarming)はアメリカの設
資家にとって大きな魅力となっているー 土地価格の上昇および統合化・法人化された農業へ
の趨勢は，自立経営主維持・発展させようと努力するカナダ人主上回る優位を，集漬したアメリ
ヵ資本に与えている，J (B回 's50n，0，ρ ロ九回 133-135)
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ることが筆者にとっての課題である。

結び

これまで，センサス資料を中心にカナダ農業の構造と農民層分解の特徴を分

析して雪たが，そ ζから明らかになったことを要約し，今後の課題にもふれる

ことで結びに代えたL、。

第 1に， 戦後とりわけ1950年代以降に， 大量の離農と農場数の激減，機械

化・集約化を軸とする農業生産力の発展 1農場当り経営面積の増大という農

業構造の大きな変化が生じたことである。

第 2に， ミッチェノレの著作では必ずしも明確でなかった農産物販売額別にみ

た経営諸群の階級的性格について，独自の階層区分方法に土勺て，資本主義経

営の増大，中農・小農経営の大幅な減少，プロレ夕日ア経営の比重の増加とい

う両極分解の傾向を確認することができた。上層経営とくに資本主義経営は，

資本・賃労働・生産のますます大きな部門を集積しており，現代カナダ農業が

資本主義的進化をとげていることは明白である。

第3に，農民層分解の進展と相まって，法人農場の増大と農外資本の進出と

が目立っている。とくに，家禽. i果物・野菜J.i種々のもの」というきわめ

て集約性の高い部門では大規模法人農場が生産の 1割近くを占めている。

第 4に，以上の特徴をもっカナダ農業は近年の資本主義的成長が著しいとい

う点で，先進資本主義諸国の中でも群を抜いている。以上が本稿からひき出さ

れる結論である。

そこで，次に問題となるのは，こうした現代カナダ農薬における資本主義的

進化の急速さがどのような要因・メカユスムによるもりかということである。

ケベックを除けば土地所有に封建遺制が存在しなかったこと，労働市場の展開

がおくれていることから兼業化するよりもむしろ離農・挙家離村する場合が多

いこと，そしてさらには北米大陸の畑作限界地というカナダ農業の地理的条件

等々が階層分解を激化せ Lめたとも考えられる。とれらの点を手がかり左して
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現代カナダ農業の独自の位置を確定する作業によって，先進資本主義諸国の農

業問題・農民層分解についてのわれわれの認識も一段と豊富化されるであろう。

だが，それは本稿で設定した課題をすでにこえている。今後の課題としたい。

く1981年 8月11日脱稿〉


